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11月28日は町長選挙の投票日です

今月の表紙　消防署見学　～青葉幼稚園児が津別消防署で放水体験をしました～

温故知新
男子寮の管理人
緑町　杉渕　アキノ　さん

町づくりの功績に感謝を込めて

まちの話題 オーケストラ演奏で町民を魅了　会場全体に美しい音色を奏でる



今
回
の
選
挙
で
投
票
が
で

き
る
人
は
、
投
票
日
当
日
満

20
歳
以
上
で
、
次
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

q
平
成
22
年
８
月
22
日
以
前

に
津
別
町
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
。

w
現
実
に
津
別
町
に
居
住
し

て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
津
別
町
に

住
民
登
録
を
し
て
い
て
も
、

学
生
な
ど
の
よ
う
に
町
外
に

居
住
し
て
い
る
人
は
、
w
の

要
件
を
満
た
さ
な
い
の
で
、

投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。平

成
22
年
８
月
23
日
以
降

に
転
入
の
届
け（
住
民
登
録
）

を
し
た
人
は
、
現
在
津
別
町

に
住
ん
で
い
て
も
、
居
住
期

間
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、

選
挙
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
票
が
で
き
る
人
は
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
名
簿
は
次
の
期
日

に
見
る
こ
と
（
縦
覧
）
が
で

き
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
自
分

の
名
前
、
住
所
、
生
年
月
日

な
ど
が
正
し
く
記
載
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

縦
覧
期
日

11
月
23
日
（
火
）

縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
議
会
議
事
堂

１
階
　
町
民
懇
談
室)

期
日
前
投
票
は
、
投
票
の

当
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、
や

む
を
得
な
い
事
情
で
投
票
で

き
な
い
人
が
、
事
前
に
投
票

を
済
ま
せ
て
お
く
制
度
で
す
。

手
続
き
も
簡
単
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
投
票
日
に
旅
行
や

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

予
定
さ
れ
て
い
る
人
は
、
棄

権
し
な
い
よ
う
事
前
に
期
日

前
投
票
を
し
て
お
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
は
、
11
月
24

日
か
ら
11
月
27
日
ま
で
の
毎

日
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
８
時
ま
で
で
き
ま
す
。
投

票
を
希
望
す
る
場
合
は
、
入

場
券
を
持
っ
て
（
印
鑑
は
不

要
）
選
挙
管
理
委
員
会
（
議

会
議
事
堂
１
階
、
町
民
懇
談

室
）
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
長
期
間
出
張
な
ど

で
町
外
に
滞
在
し
て
い
る
場

合
な
ど
は
、
不
在
者
投
票
の

請
求
が
告
示
前
で
も
で
き
ま

す
。
告
示
前
に
請
求
を
し
、

告
示
日
の
翌
日
（
24
日
）
以

降
に
滞
在
し
て
い
る
市
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在

者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
用
紙
の
郵
送
や

返
送
は
す
べ
て
郵
便
で
の
や

り
取
り
と
な
り
日
数
が
か
か

り
ま
す
。
特
に
町
長
選
挙
は

選
挙
期
間
が
短
い
た
め
、
場

合
に
よ
っ
て
は
投
票
日
ま
で

に
届
か
な
い
こ
と
も
あ
り
得

ま
す
の
で
、
早
め
に
請
求
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
在
者
投
票
が
で

き
る
病
院
な
ど
に
入
院
し
て

い
る
場
合
も
、
そ
の
病
院
内

で
投
票
が
で
き
ま
す
。
そ
の

際
は
、
病
院
長
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

開
票
は
、

投
票
日
当
日

の
午
後
７
時

30
分
か
ら
中

央
公
民
館
講

堂
で
予
定
し

て
い
ま
す
。

一
般
参
観
人

の
入
場
は
、

午
後
７
時
20

分
か
ら
と
な

り
ま
す
。

１１月２８日は町長

11
月
28
日
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
、
津
別
町
長
選
挙
の
投
票

日
で
す
。
町
長
選
挙
は
私
た
ち
の
身
近
な
生
活
と
密
接
な
つ

な
が
り
を
持
つ
重
要
な
選
挙
で
す
。
私
た
ち
の
代
表
を
決
め

る
大
切
な
選
挙
で
す
か
ら
、
よ
く
見
て
、
よ
く
聞
い
て
、
よ

く
考
え
て
、
棄
権
せ
ず
に
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投 票 日 11月28日（日）

投票時間　午前７時から午後６時まで

投 票 所　あなたの入場券をご覧ください

選挙に関するお問い合わせは、津別町選挙管理委員会まで

†76－2155（内線286・333）議会議事堂１階・町民懇談室

告示日 11月23日（火）

身体に重度の障害があるため

に投票所へ行くことのできない

人は、自宅で投票することがで

きます。この制度も不在者投票

制度の一つです。投票は、選挙

管理委員会にその旨の請求をし、

郵送によって投票用紙をもらい、

記載した投票用紙を郵送するこ

とになります。投票まで時間が

かかりますので、早めに請求し

てください。

なお、この投票は「郵便等投

票証明書」の交付を受けていな

ければ、することができません。

この制度を利用する人は、まず

証明書交付の手続きをしてくだ

さい。すでに交付を受けている

人は、有効期限（７年間）が過

ぎていないかどうか、お確かめ

ください。

重度障がいの人は、

自宅で投票できます

この制度を利用できる人

q身体障害者手帳をお持ちで、

・両下肢などの障害で、１級

または２級の人　

・内臓機能障害で、１級または

３級の人

・免疫障害で、１級から３級まで

の人

w戦傷病者手帳をお持ちで、

・両下肢などの障害で、特別

項症から第２項症までの人

・内臓機能の障害で、特別項

症から第３項症までの人

e介護保険の要介護状態区分が、

要介護５の人

期
日
前
投
票
を
実
施

期
間
は
11
月
24
日
か
ら
11
月
27
日
ま
で

選
管
事
務
局
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

今
回
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
の
は
？

20
歳
以
上
で
、
住
民
登
録
し
て
お
り
、

現
に
居
住
し
て
い
る
人
で
す

必
ず
入
場
券
を
持
っ
て
、
投

票
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

８
月
22
日
以
前
に
住
民
登
録

し
、
住
ん
で
い
る
人
が
対
象

旅
行
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
事
情
も
認
め
ら

れ
ま
す

長
期
出
張
の
人
は
、
告
示

前
の
請
求
が
可
能
で
す

投
票
は
、
11
月
28
日
の
日

曜
日
で
す
。
時
間
は
午
前
７

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で

す
。
必
ず
入
場
券
を
持
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

投
票
場
所
は
、
入
場
券
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

入
場
券
は
、
投
票
す
る
人

の
確
認
書
で
あ
り
投
票
用
紙

交
付
の
際
の
整
理
券
と
も
な

り
ま
す
。
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
失
く
さ
れ
た
方
は
、

投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
て

下
さ
い
。

こ
の
入
場
券
は
、
23
日
こ

ろ
ま
で
に
皆
さ
ん
に
郵
送
さ

れ
ま
す
。
期

日
が
来
て
も

届
か
な
か
っ

た
り
、
記
載

内
容
に
誤
り

が
あ
る
と
き

は
、
す
ぐ
に

選
挙
管
理
委

員
会
（
†

76-

２
１
５

５
）
に
ご
連

絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

投
票
箱

私たちの１票が明日の町づくりに つながります。必ず投票しましょう！

選挙の投票日です

会
場
へ
は
受

け
付
け
を
済
ま

せ
て
か
ら
お
入

り
く
だ
さ
い
。

申
込
者
が
多
い

場
合
は
、
入
場

を
制
限
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
静
か

に
参
観
さ
れ
、

会
場
の
秩
序
維

持
に
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

開
票
は
即
日

午
後
７
時
30
分
か
ら
中
央
公

民
館
で
予
定



町づくりの功績町づくりの功績
町
の
発
展
や
振
興
に
寄
与

さ
れ
た
方
を「
文
化
の
日
」

に
表
彰

11
月
３
日
の
文
化
の
日
に
、
津
別

町
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
の
表
彰

式
が
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
自
治
、
社
会
福
祉
、
消

防
、
善
行
の
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た

方
々
が
表
彰
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま

す
。
受
賞
者
の
皆
様
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

q
は
受
賞
者
の
功
績
、
w
は
感
想
で
す
。

消 防 功 労 賞

幸町 会社役員（60歳）坂下
さかした

憲幸
のりゆき

さん

q平成元年津別消防

団に入団以来21年の

永きにわたり、消防

団員として災害時の

出動及び被害の軽減

に努め、地域住民の

安全確保に貢献され

た功績により表彰。

w今回の受賞は、関係者皆様のおかげと感謝

しています。当時は転勤族で入団に迷いもあ

りましたが、先輩たちの勧めで決意しました。

今後も防火活動に取り組んでいきたいと思い

ます。

社 会 福 祉 功 労 者

大昭 農業（64歳）泉
いずみ

利之
としゆき

さん

q平成４年12月に民

生児童委員の委嘱を

受けて以来、委員活

動を通じ地域福祉の

充実に努められるな

ど、本町の社会福祉

の向上に多大な貢献

をされた功績により

表彰。

w大変恐縮しております。地域の皆さんのご

協力をいただき活動する事が出来ました。深

く感謝しております。ありがとうございまし

た。

に感謝を込めてに感謝を込めて

善 行 者

取締役社長 大越敏弘さん　丸玉産業(株)

q町の発展の一助と

して町に多額の寄附

をされ、本町の振興

発展に寄与された功

績により表彰。平成

７年度、平成15年度、

平成20年度に次ぐ４

度目の受賞。

w創業80周年を機に、永年お世話になってお

ります津別町の森づくりのために役立ててい

ただきたく寄附させていただきました。

消 防 功 労 者

豊永 精肉業（50歳）菊池
きくち

能正
よしまさ

さん

q昭和59年津別消防

団に入団以来26年の

永きにわたり、消防

団員として災害時の

出動及び被害の軽減

に努め、地域住民の

安全確保に貢献され

た功績により表彰。

wこの度の受賞は、大変光栄に思います。こ

れも地域の皆様、消防の諸先輩のおかげだと

思っています。これからも地域のために消防

団活動に取り組んでいきたいと思います。

自 治 功 労 者

東岡 農業（71歳）安部
あべ

照也
てるや

さん

q平成７年11月より

津別町選挙管理委員

会の委員、また、平

成11年11月からは

同委員会委員長に就

任されるなど、永き

にわたり、選挙管理

事務や選挙啓発活動

に多大な貢献をされた功績により表彰。

wこの度の受賞は、大変嬉しく光栄に思いま

す。ご指導、ご支援を賜りました皆様のおか

げと深く感謝申し上げます。今後とも津別町

の自立、発展をご祈念申し上げます。

自 治 功 労 者

最上 農業（59歳）高田
たかだ

秀幸
ひでゆき

さん

q昭和57年１月、統

計調査員に任命以

来、28年の永きにわ

たり統計調査員とし

て町政の発展に貢献

された功績により表

彰。

wこの度の受賞は、

身に余る光栄に思います。地域の皆様のご協

力、ご支援に心から感謝申し上げます。今後

も、各種統計調査の向上に微力ながらお役に

立てればと思います。

▼
津
別
町
表
彰
条
例
に
よ
る
表
彰
者
の
方



10
月
10
日
、
津
別
町
農
業
協
同
組
合
・
活
汲
事

業
所
前
（
国
道
２
４
０
号
線
沿
い
）
で
、
収
穫
の

時
期
を
迎
え
、
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
、
津
別
産

農
畜
産
物
を
格
安
に
て
販
売
す
る
「
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ

感
謝
祭
２
０
１
０
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
町
内
外
か
ら

多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
予
定
さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト

が
、
一
部
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
「
つ
べ
つ
産
野

菜
の
販
売
コ

ー
ナ
ー
」
で

は
、
野
菜
高

騰
の
影
響
も

あ
っ
て
、
傘

を
差
し
た
人

の
列
が
で
き

る
ほ
ど
の
盛

況
で
、
用
意

さ
れ
た
野
菜

も
短
時
間
で

完
売
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

10
月
13
日
、
大
雨
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
を

想
定
し
て
、
本
町
自
主
防
災
組
織
・
本
町
自
治
会
（
大

江
清
一
会
長
）、
岩
富
自
主
防
災
組
織
・
岩
富
自
治
会

（
細
川
和
司
会
長
）
で
防
災
訓
練
が
、
津
別
町
商
工
会
、

津
別
町
自
治
会
連
合
会
、
津
別
建
設
業
協
会
、
津
別
町

赤
十
字
奉
仕
団
の
参
加
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練
が
行
な
わ
れ
、

訓
練
と
課
題
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
が
け
崩
れ
の
危
険
が
あ
る
こ
と
を
想
定

し
、
避
難
訓
練
（
要
援
護
者
避
難
訓
練
を
含
む
）、
初
期

消
火
訓
練
、
避
難
所
運
営
訓
練
（
炊
き
出
し
訓
練
）
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

岩
富
で
は
、
岩
富
地
区
の
樋
門
そ
ば
に
あ
る
民
家
数

等
が
床
下
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
想
定
し
、
排
水

訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

有
機
作
物
の
味
を
知
っ
て
ほ
し
い

新
品
種
「
さ
や
あ
か
ね
」
の
寄
贈
を
受
け
る

９
月
26
日
、
町
民
会
館
で
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
も
す
べ
て
一
緒
に
暮

ら
す
社
会
と
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い

を
趣
旨
と
し
て
「
第
19
回
ふ
れ
あ
い
広

場
」（
津
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
回
復
し
、
豚
汁
や
焼
鳥
・
焼
ソ
バ
、

で
ん
ぷ
ん
団
子
の
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
の

ほ
か
、
介
護
用
品
販
売
、
健
康
相
談
コ

ー
ナ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
提
供
す
る

テ
ン
ト
な
ど
が
並
び
ま
し
た
。

館
内
で
は
、
第
37
回
友
愛
セ
ー
ル

（
更
正
保
護
女
性
会
主
催
）
が
共
催
で

行
な
わ
れ
、
大
勢
の
人
が
訪
れ
賑
わ
い

ま
し
た
。

す
べ
て
一
緒
に
暮
ら
す
社
会

ふ
れ
あ
い
広
場
、
友
愛
セ
ー
ル
開
催

９
月
29
日
、
津
別
町
有
機
農
業
推
進
協
議
会

（
山
田
照
夫
会
長
）
が
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、

阿
部
博
道
教
育
長
へ
馬
鈴
し
ょ
の
新
品
種
「
さ

や
あ
か
ね
」
２
２
０
kg
の
目
録
を
贈
呈
し
、
山

田
会
長
は
「
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
生
産
し
た
ジ

ャ
ガ
イ
モ
の
味
と
食
感
を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
品
は
疫
病
に
強
く
安
心
、
安
全
で
美
味

し
い
食
材

と
し
て
、

１
０
０
kg

は
学
校
給

食
へ
、
１

２
０
kg
は

紅
葉
マ
ラ

ソ
ン
大
会

の
副
賞
と

し
て
使
用

さ
れ
ま
し

た
。

10
月
２
日
、
児
童
館
「
つ
べ
つ
ん
」

で
児
童
館
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
パ
ン
ト

マ
イ
ム
や
風
船
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

が
行
わ
れ
、
児
童
館
を
利
用
し
て
い
る

子
ど
も
達
や
幼
児
、
父
母
な
ど
約
１
５

０
人
が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
子
ど
も
達
に
よ
る
け
ん

玉
や
な
わ
と
び
を
し
な
が
ら
一
輪
車
に

乗
る
「
子
ど
も
ス
テ
ー
ジ
」
や
「
も
ぐ

も
ぐ
コ
ー
ナ
ー
」、「
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
」
な

ど
、
コ
ー
ナ
ー
ご
と
に
い
っ
ぱ
い
の
飾

り
物
が
並
べ
ら
れ
、
途
中
で
『
人
Ｋ
Ｅ

Ｎ
ま
も
る
君
』
が
登
場
す
る
な
ど
、
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
多
く
の
人
々
が
児

童
館
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

児
童
館
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
開
催

会
場
内
は
飾
り
物
で
い
っ
ぱ
い
に

９
月
26
日
、
第
15
回
つ
べ
つ
日
本
フ
ィ
ル
セ
ミ
ナ

ー
と
第
24
回
日
フ
ィ
ル
子
ど
も
芸
術
の
広
場
が
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
行
わ
れ
た
セ
ミ
ナ

ー
講
習
会
に
は
道
内
外
の
55
人
の
受
講
生
が
プ
ロ
の

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
受
け
た
津
別
中
学
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
で
福
島
弘
和
作
曲
の
「
星
の
天

使
」
と
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
曲
の
「
シ
チ
リ
ア
島
の
夕
べ

の
祈
り
」
の
２
曲
を
披
露
。
続
い
て
日
フ
ィ
ル
メ
ン

バ
ー
と
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
の
演
奏
で
は
第
15
回
を
記

念
し
て
招
か
れ
た
冨
田
珠
里
亞
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏

と
共
に
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
作
曲
の
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

第
２
番
（
全
楽
章
）」
を
演
奏
。

第
２
部
で
は
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
曲
の
「
交

響
曲
第
５
番
（
全
楽
章
）」
を
披
露
し
、
会
場
に
訪

れ
た
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

収
穫
の
秋
を
満
喫

Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
感
謝
祭
２
０
１
０
が
開
催

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
で
町
民
を
魅
了

会
場
全
体
に
美
し
い
音
色
を
奏
で
る

他
国
の
文
化
を
学
び
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
出
発
式

青
少
年
海
外
研
修
事
業
に
よ
る
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
の
出
発
式
が
10
月
６
日

に
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
す
る
生
徒
は
津
別
高
校
生
の
稲
垣

美
穂
さ
ん
（
２
年
）、
五
位
塚
智
美
さ
ん

（
２
年
）、
川
瀬
美
乃
里
さ
ん
（
１
年
）、

迫
田
春
香
さ
ん
（
１
年
）、
細
川
夢
月
さ

ん
（
１
年
）
の
５
人
で
、
参
加
者
か
ら
は

「
積
極
的
に
話
し
か
け
て
色
々
な
こ
と
を

学
び
た
い
」「
現
地
の
人
と
深
く
交
流
し

た
い
」な
ど
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

佐
藤
多
一
町
長
は
「
現
地
の
家
族
に
津

別
の
こ
と
を
紹
介
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。

健
康
に
十
分
気
を
付
け
て
最
後
ま
で
楽
し

ん
で
き
て
く
だ
さ
い
」
と
海
外
研
修
を
前

に
緊
張
し
て
い
る
生
徒
に
激
励
の
言
葉
を

か
け
ま
し
た
。

10
月
３
日
、
道
道
屈
斜
路
津
別
線
を

走
り
、
ゴ
ー
ル
の
さ
く
ら
公
園
（
ふ
れ

あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
隣
接
）
を

目
指
す
「
第
９
回
つ
べ
つ
紅
葉
マ
ラ
ソ

ン
大
会
」
が
、
４
歳
か
ら
86
歳
ま
で
の

ラ
ン
ナ
ー
３
０
３
人
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
友
好

の
絆
を
深
め
、
健
康
の
増
進
と
体
力
の

向
上
」
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ラ
ン
プ
の
宿
・
森
つ
べ
つ
前
か
ら
の

ハ
ー
フ
コ
ー
ス
、
10
㎞
コ
ー
ス
、
５
㎞

コ
ー
ス
、
３
㎞
コ
ー
ス
の
４
種
目
に
分

か
れ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

色
づ
き
始
め
た
紅
葉
を
見
な
が
ら
、

参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催

大雨洪水を想定して

防災訓練が実施されました

本町自主防災組織の消化訓練岩富地区の樋門



健全化判断比率の状況（平成21年度）

資金不足比率の状況（平成21年度）

津別町の平成21年度決算における健全化判断比率および資金不足比率は、いずれも基

準を下回っています。しかし、依然として財政状況は厳しく、町としてもより一層の健

全化に向けた財政運営を行っていくこととしています。

問い合わせ先

役場　企画財政課企画財政グループ　†76－2151 内線239

１.実質赤字比率 町の一般会計の赤字の程度を指標化したもの。

２.連結実質赤字比率 町の全ての会計の黒字や赤字を合計して、町全体の会計の赤字の程度を指標化したもの。

３.実質公債費比率 町のその年の借金返済額もしくは借金に準ずるものの支払額を合計して、一般会計の負担

の程度を指標化したもの。

４.将来負担比率 一般会計の借金残高や特別会計等の借入金残高に対する今後の一般会計の負担見込額など

を合計して、将来負担する可能性のある額の大きさを指標化したもの。

５.資金不足比率 公営企業（上水道事業等）の資金不足を、料金収入の規模と比較して指標化したもの。

健全化判断比率の４指標と資金不足比率が表しているもの

津別町の健全化判断比率と資金不足比率

平成21年度決算に基づき算定した健全化判断比率と資金不足比率は下表のとおりで、すべて基準を下回りました。

公表する内容

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、毎年度「健全化判断比率」及び「資金不足比率」を算定し、

監査委員の審査を受け、その意見をつけて議会に報告するとともに、これらの比率を公表することが平成19年度決算よ

り義務となりました。

公表する比率は、「健全化判断比率」の「1.実質赤字比率」、「2.連結実質赤字比率」、「3.実質公債費比率」、「4.将来負担

比率」の4つの指標と「5.資金不足比率」です。

消
防
団
協
力
事
業
所

丸
玉
産
業
(株)
に
「
表
示
証
」
が
交
付

子
育
て
講
演
会
が
開
催

愛
す
る
、
生
き
る
事
を
考
え
る

10
月
５
日
、
消
防
団
員
数
が
減
少
し

て
い
る
中
、
地
域
へ
の
消
防
団
活
動
を

行
な
う
こ
と
に
対
し
て
の
協
力
や
、
消

防
団
員
を
２
名
以
上
雇
用
し
て
い
る
な

ど
の
基
準
に
よ
り
、
地
域
の
社
会
貢
献

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
「
消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
に
よ
り
、

丸
玉
産
業
㈱
津
別
工
場
が
町
内
で
は
認

定
第
２
号
と
し
て
、
佐
藤
多
一
町
長

（
美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
副
管
理

者
）
か
ら
成
田
昇
津
別
工
場
長
へ
「
表

示
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
消
防
団
と
事
業
所
の
連
携
、

協
力
体
制
の
一
層
の
強
化
、
消
防
、
防

災
体
制
の
充
実
強
化
な
ど
の
推
進
が
図

ら
れ
ま
す
。

平
成
19
年
か
ら
開
催
さ
れ
、
今
年
で
４
回
目
と

な
る
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が
、
10
月
５
日
の
東
岡

自
治
会
を
最
初
に
11
月
５
日
ま
で
、
佐
藤
多
一
町

長
と
役
場
の
地
域
担
当
連
絡
員
が
出
席
し
、
町
内

19
ヶ
所
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
は
、

①
今
の
町
の
ふ
と
こ
ろ
具
合

②
大
通
り
に
建
設
中
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

③
ラ
ン
プ
の
宿
「
森
つ
べ
つ
」
の
運
営
状
況

④
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と
不
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

の
４
点
で
、
地
域
住
民
の
率
直
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
参

考
と
な
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

９
月
22
日
、
林
業
研
修
会
館
で
助
産
師
の

山
本
文
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
の
ち
の
応

援
舎
代
表
）
に
よ
る
「
い
の
ち
の
お
話
」
と

題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
、
51
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

１
年
に
１
５
０
回
以
上
の
講
演
を
し
て
い

る
山
本
さ
ん
は
助
産
院
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

病
後
児
保
育
な
ど
の
複
合
施
設
「
い
の
ち
の

応
援
舎
」
を
開
設
し
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
老
後

ま
で
集
ま
れ
る
施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
印
象
深
い
服
装
や
話
し
方
で

参
加
者
を
圧
倒
し
「
か
け
が
え
の
な
い
命
が

誕
生
し
た
時
の
喜
び
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
」

「
愛
す
る
、
生
き
る
こ
と
を
深
く
考
え
、
今

を
大
切
に
生
き
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
、

参
加
者
の
中
に
は
涙
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

９
月
21
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
、
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
国
内
最
大
規
模
の
展

示
会
で
あ
る
第
10
回
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
」
に
約
２
万
人
の
方
が
訪
れ
、
津
別
町
有
機

農
業
推
進
協
議
会
（
山
田
照
夫
会
長
）
は
玉
ね

ぎ
や
馬
鈴
し
ょ
等
の
有
機
生
産
物
の
出
展
を
行

い
ま
し
た
。

今
回
の
出
展
に
あ
た
り
、
製
造
加
工
業
者
か

ら
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
牛
乳
約
４
５
０
本
が
提
供
さ

れ
、
入
場
者
か
ら
は
津
別
産
の
玉
ね
ぎ
、
カ
ボ

チ
ャ
、
ば
れ
い
し
ょ
等
の
取
扱
を
希
望
す
る
業

者
約
10
社
か
ら
商
談
申
込
を
受
け
、
山
田
会
長

は
「
津
別
町
の
農
産
物
、
特
に
北
海
道
の
農
産

物
に
対
す
る
需
要
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

今
後
は
流
通
関
係
の
コ
ス
ト
に
関
す
る
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、
農
業
の
新
し
い
可
能
性
を
開
拓

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

有
機
農
業
の
拡
大
を
目
的
に

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
出
展
！



「
女
満
別
町
の
畑
作
農
家
に
生
ま
れ
、

昭
和
18
年
４
月
１
日
、
24
歳
で
結
婚
し
、

高
台
で
農
業
に
従
事
し
ま
し
た
」
と
昔

を
振
り
返
る
杉
渕
さ
ん
。

「
昭
和
30
年
10
月
15
日
、
私
が
36
歳
の

と
き
に
、
夫
が
亡
く
な
り
ま
し
た
」
と

話
さ
れ
た
。

「
小
学
６
年
生
に
な
る
長
男
を
筆
頭
に
、

子
供
が
４
人
い
ま
し
た
の
で
、
親
戚
や

地
域
の
人
の
お
世
話
に
な
っ
て
、
５
年

農
業
を
行
な
い
ま
し
た
。
当
時
の
農
地

は
傾
斜
で
畑
起
こ
し
は
、
女
性
に
は
大

変
な
仕
事
で
、
長
男
が
農
業
を
継
が
な

い
と
言
う
の
で
、
離
農
を
決
意
し
ま
し

た
」
と
語
る
。

昭
和
36
年
５
月
、
丸
玉
産
業
㈱
に
就

職
。「
丸
玉
産
業
㈱
男
子
寮
に
勤
務
し
、

部
屋
を
一
つ
も
ら
い
住
み
込
み
で
寮
の

管
理
、
朝
早
く
起
き
て
寮
生
の
食
事
を

作
る
仕
事
を
し
ま
し
た
」
と
話
す
。

「
寮
な
ど
の
給
食
施
設
に
は
調
理
師
免

許
（
国
家
資
格
）
が
必
要
に
な
り
、
娘

と
息
子
の
３
人
で
一
年
間
勉
強
し
て
、

３
人
と
も
昭
和
45
年
５
月
、
資
格
を
取

得
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

「
昭
和
52
年
12
月
、
58
歳
で
一
度
定
年

退
職
し
ま
し
た
が
、
翌
年
、
お
ば
さ
ん

ま
た
手
伝
っ
て
と
言
わ
れ
仕
事
に
復

帰
。
体
が
続
く
限
り
頑
張
っ
て
と
言
わ

れ
仕
事
を
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

平
成
７
年
、
76
歳
の
と
き
に
体
調
を

崩
し
、
惜
し
ま
れ
て
男
子
寮
を
去
る
。

「
丸
玉
産
業
㈱
さ
ん
に
は
、
通
算
33
年

の
永
き
に
わ
た
り
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
さ
れ
た
。

平
成
10
年
１
月
５
日
、
不
整
脈
た
め

北
海
道
道
立
北
見
病
院
で
「
心
臓
に
ペ

ー
ス
メ
ー
カ
ー
（
心
臓
に
対
す
る
電
気

刺
激
発
生
装
置
）
を
装
着
す
る
手
術
を

し
て
か
ら
は
、
体
調
も
良
く
、
自
分
の

こ
と
は
自
分
で
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

趣
味
は
、
盆
栽
・
花
、
家
庭
菜
園
、

カ
ラ
オ
ケ
で
、
今
月
行
な
わ
れ
る
柏
寿

園
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
の
津
別
町
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
・
い
ち
い
の
園
の
慰
問

で
は
「
水
森
か
お
り
の
ヒ
ッ
ト
曲
で
、

女
性
カ
ラ
オ
ケ
フ
ァ
ン
に
支
持
さ
れ
て

い
る
”ひ
と
り
薩
摩
路
“
を
披
露
し
ま

す
」
と
笑
う
元
気
で
素
敵
な
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
。

今
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
昨
年
の
「
大
流
行
後
の
状
態
」

と
言
わ
れ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
再
流

行
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
「
か
か
ら
な

い
」
「
う
つ
さ
な
い
」
た
め
に
、
自

分
で
で
き
る
予
防
策
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

感
染
を
予
防
す
る
に
は

日
頃
か
ら
「
手
洗
い
」「
う
が
い
」

「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
に
気
を
つ
け
、

ま
た
重
症
化
予
防
の
た
め
に
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

１
　
手
洗
い

こ
ま
め
に
、
石
け
ん
を
使
っ
て
、

丁
寧
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
ハ
ン
カ
チ

や
タ
オ
ル
は
各
自
で
持
ち
、
共
用
は

避
け
ま
す
。
外
出
時
に
は
、
建
物
の

入
り
口
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
消
毒

薬
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

２
　
う
が
い

の
ど
の
粘
膜
に
つ
い
た
ウ
イ
ル
ス

を
吐
き
出
し
ま
す
。

３
　
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト

①
せ
き
を
し
て
い
る
人
は
マ
ス
ク
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

②
せ
き
や
く
し
ゃ
み
の
際
は
ハ
ン
カ

チ
な
ど
で
口
を
お
お
い
、
人
に
振

り
掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

③
く
し
ゃ
み
な
ど
が
つ
い
て
い
る
手

は
す
ぐ
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

④
鼻
を
か
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
ふ
た

付
き
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

４
　
予
防
接
種

今
年
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
従
来
か
ら

の
季
節
性
ワ
ク
チ
ン
に
新
型
ワ
ク
チ

ン
を
加
え
た
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。
注
射
で
き
る
人
は
優
先

順
位
が
な
く
、
希
望
し
た
誰
も
が
注

射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
ワ
ク
チ
ン
は
重
症
化
予
防
に

効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
れ
に
副
反

応
を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
、
主
治
医

や
予
防
注
射
を
担
当
す
る
医
師
と
注

射
前
に
十
分
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
町
で
は
町
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
、
生
活
保
護
の
方
に
は
接
種
料
金

の
全
額
を
、
課
税
世
帯
で
あ
っ
て
も
、

１
才
〜
中
学
３
年

生
ま
で
と
高
齢
者

に
は
定
額
１
０
５

０
円
を
助
成
し
ま

す
。
詳
細
は
担
当

に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

さ
ん

男
子
寮
の
管
理
人

杉
渕

ア
キ
ノ

【391】

お問い合わせ †76－2151税務担当（220・221）
収納担当（218）

年
金
記
録
の
訂
正
の
申
出
を
行
い
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
年
金
を
受
給
さ
れ
た
方
の
所
得
に

つ
い
て
は
、
一
括
受
給
さ
れ
た
そ
の
年
の
所

得
と
は
な
ら
ず
、
さ
か
の
ぼ
っ
た
年
そ
れ
ぞ

れ
の
収
入
と
し
て
増
額
さ
れ
ま
す
。

年
金
が
増
額
さ
れ
た
場
合
、
過
去
３
年
分

の
税
金
に
つ
い
て
、
増
額
さ
れ
た
年
金
額
に

基
づ
き
再
計
算
さ
れ
、
増
額
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
平
成
21
年
中
の
年
金
額
が
年
金

記
録
の
訂
正
の
申
し
出
に
よ
り
増
額
と
な
っ

た
方
に
つ
い
て
は
、
町
道
民
税
や
国
保
税
・

保
険
料
（
介
護
、
後
期
）
が
増
額
と
な
る
場

合
が
あ
り
、
今
ま
で
町
道
民
税
が
非
課
税
だ

っ
た
方
が
課
税
と
な
っ
た
場
合
、
病
院
で
の

自
己
負
担
限
度
額
等
が
変
更
に
な
る
等
、
非

課
税
に
よ
り
受
け
ら
れ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
金
事
務
所
等
の
窓
口
で
は
、
年
金
が
増

額
に
な
っ
た
場
合
の
税
金
等
の
説
明
が
な
い

の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

年
金
再
裁
定
に
よ
り
増

額
受
給
を
さ
れ
る
方
の

税
金
に
つ
い
て

お問い合わせ　健康医療グループ　健康推進担当　†76－2151 内線231

４
月
か
ら
、
津
別
小
学
校
に
臨
時
職

員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
石
井
裕
美
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
現
在
は
４
年

１
組
の
担
任
と
し
て
生
徒
の
勉
強
や
生

活
指
導
な
ど
を
担
当
。

石
井
さ
ん
は
小
学
校
、
中
学
校
を
津

別
町
で
過
ご
し
、
北
見
柏
陽
高
校
を
卒

業
後
、
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校
へ
進

学
。
大
学
時
代
に
は
、
発
達
障
害
の
あ

る
子
ど
も
の
託
児
を
受
け
る
特
別
支
援

サ
ー
ク
ル
に
も
参
加
し
「
人
が
で
き
な

い
こ
と
や
悩
み
の
手
助
け
を
し
た
か
っ

た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

職
場
の
雰
囲
気
を
伺
う
と
「
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
教
え
て
く

れ
る
よ
う
な
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感
じ
が

あ
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

趣
味
は
お
出
か
け
や
読
書
、
映
画
鑑

賞
で
最
近
見
た
映
画
は
『
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
』

と
い
う
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
だ
そ
う
で

す
。「
こ
れ
か
ら
は
ピ
ラ
テ
ィ
ス
・
メ

ソ
ッ
ド
と
い
う
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
挑
戦

し
た
い
で
す
」（
笑
）
と
話
し
ま
す
。

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
伺
う
と

「
自
分
の
信
念
は
曲
げ
ず
に
い
ろ
ん
な

こ
と
を
他
の
先
生
か
ら
吸
収
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
た
ら
感
動
し
ま
す
！

石
井
　
裕
美

さ
ん

いしい　ゆみ さん／昭和62年６月生まれ／津別小

学校に勤務

今
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

流
行
の
状
態
は

すぎぶち　あきの　さん／大昭８年10月、大空町（旧女満別町）
で生まれる／91歳／緑町在住

11
月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
・
国
民
健

康
保
険
税
第
６
期
の
納
付
月
で
す
。

納
付
期
限
は
11
月
30
日
（
火
）
で
す
。

口
座
振
替
の
ご
利
用
の
方
は
引
落
口
座
の

残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対

す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
、

平
成
22
年
10
月
25
日
（
月
）
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

・
対
象
者
は
、
戦
後
強
制
抑
留
者
で

平
成
22
年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍

を
有
す
る
ご
存
命
の
方
で
す
。

・
請
求
受
付
期
間
は
、
平
成
22
年
10

月
25
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
で

す
。

・
左
記
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送

り
し
ま
す
。
ま
だ
、
お
手
元
に
届

い
て
い
な
い
方
は
、
基
金
に
お
電

話
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
　
事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

†
０
５
７
０-

０
５
９-

２
０
４

※
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

†
03-

５
８
６
０-

２
７
４
８

受
付
時
間

平
日
９
時
〜
18
時

※
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん

消
防
署
で
は
、
例
年
、
集
合
煙
突

に
伴
う
出
動
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
、
集
合
煙
突
の
内
側
に
付

着
し
た
タ
ー
ル
に
火
が
つ
い
た
も
の

で
す
。
特
に
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
場
合

は
、
す
す
が
た
ま
り
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
、
１
年
に
１
回
は
掃
除
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
１
日
は
世
界

エ
イ
ズ
デ
ー
で
す
。

北
見
保
健
所
で

は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検

査
を
無
料
・
匿
名
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

検
査
は
予
約
に
よ
り

20
時
ま
で
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

エ
イ
ズ
相
談
専
用
電
話

†
０
１
５
７-

31-

８
１
２
０

次
の
道
道
は
、
来
年
春
ま
で
冬

期
間
全
面
通
行
止
め
で
す
。

■
訓
子
府
津
別
線

q
訓
子
府
町
界
か
ら
最
上
（
道
道

二
又
北
見
線
交
点
）（
11
月
30
日

〜
平
成
23
年
５
月
10
日
）

w
最
上
道
有
林
１
５
３
林
班
か
ら

沼
沢
２
４
１
番
地
（
11
月
30
日
〜

平
成
23
年
５
月
10
日
）

■
屈
斜
路
津
別
線

q
弟
子
屈
町
ウ
ラ
ン
コ
シ
ゲ
ー
ト

か
ら
上
里
６
４
２
番
地
１
（
11

月
４
日
〜
平
成
23
年
５
月
30
日
）

■
二
又
北
見
線

q
二
又
（
町
道
３
６
８
号
線
交
点
）

か
ら
最
上
（
道
道
訓
子
府
津
別
線

交
点
）（
11
月
30
日
〜
平
成
23
年

５
月
10
日
）

w
最
上
（
道
道
北
見
津
別
線
交
点
）

か
ら
北
見
市
若
松
（
道
道
北
見

美
幌
線
交
点
）（
11
月
30
日
〜
平

成
23
年
５
月
10
日
）

平
成
22
年
分
年
末
調
整
説
明
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
事
務
を
担
当
さ
れ
る
方

は
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
調
整
の
関
係
資
料
は
該
当

者
に
直
接
税
務
署
か
ら
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
当
日
は
『
年
末
調
整

の
し
か
た
』『
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
等
の
作
成
と
提
出
の
手
引
き
』

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、

郵
送
さ
れ
て
い
る
年
末
調
整
関
係

用
紙
で
不
足
分
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
当
日
お
渡
し
し
ま
す
の
で
申
し

出
願
い
ま
す
。

日
時

11
月
19
日(

金)

14
時
〜
16
時

場
所
　
林
業
研
修
会
館

問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
住
民
生
活
課

税
務
担
当

†
76
｜
２
１
５
１

移
動
採
血
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が

来
町
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

11
月
18
日
（
木
）

場
所
・
時
間

役
場
議
事
堂
前

９
時
30
分
〜

11
時
50
分

役
場
議
事
堂
前

13
時
00
分
〜

14
時
20
分

丸
玉
産
業
前

14
時
40
分
〜

15
時
30
分
　
　

い
し
ば
し
呉
服
店
前

15
時
50
分

〜
16
時
30
分（
時
間
が
延
長
に
な

り
ま
し
た
）

※
当
日
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
か
ら
卵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
推
進
担
当

†
76
｜
２
１
５
１(

内
線
２
３
２)

未
登
記
家
屋
（
登
記
所
に
登
記

を
し
て
い
な
い
家
屋
）
の
所
有
者

の
名
義
変
更
、
取
り
壊
し
に
つ
い

て
は
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
名

義
変
更
に
つ
い
て
は
新
・
旧
所
有

者
の
印
鑑
、
取
り
壊
し
に
つ
い
て

は
所
有
者
の
印
鑑
が
必
要
で
す
の

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
届

出
の
用
紙
に
つ
い
て
は
税
務
窓
口

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
登
記
所
で

所
有
権
移
転
登
記
、
滅
失
登
記
を

さ
れ
た
場
合
に
は
、
届
出
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

精
神
科
医
師
に
よ
る
思
春
期
相
談

対
象
者

中
学
生
、
高
校
生
な
ど
思

春
期
に
あ
た
る
者
、
思
春
期
の
子

ど
も
を
持
つ
親

場
　
所

北
見
保
健
所

実
施
日

平
成
22
年
12
月
２
日(

木)

平
成
23
年
２
月
３
日(

木)

※
予
約
制

問
い
合
わ
せ
先
　

北
見
保
健
所

†
０
１
５
７-

24

-

４
１
３
７

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

◎車上狙いの発生！

９月中、美幌町で２件、津別町で１件、車上狙いが発

生しており、鍵穴をこじられたり、ドアガラスを割られ

て車内に置いてあったバッグ等が盗まれています。

◎出店荒しの発生！

９月中、美幌町内で店舗の従業員出入口のガラスが割

られて侵入され、現金を盗まれる被害が１件発生してい

ます。

◎警察官を名乗る振り込め詐欺にご注意を

道内で、警察官を名乗る者から「あなたの口座が捜査

中の事件に関係している」などと電話が掛かってきた後、

自宅に来た警察官を名乗る者や、警察から連絡を受けた

銀行員等と名乗る者に暗証番号を聞き出されたうえ、カ

ードをだまし取られるといった手口の被害が発生してい

ます。ご注意ください。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」

が
始
ま
り
ま
す

住民生活

グループ

†７６－２１５１

11
月
12
日
か
ら
21
日
ま
で
「
冬
の

交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
、
自
転
車
利

用
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
普
段
利

用
し
て
い
る
道
で
あ
っ
て
も
、
凍
結

や
降
雪
に
よ
る
路
面
状
況
の
変
化
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
橋
の
上

や
峠
道
は
注
意
が
必
要
で
す
。

身
勝
手
な
運
転
し
て
い
ま
せ
ん
か

最
近
、
自
動
車
や
自
転
車
の
交
通

マ
ナ
ー
が
非
常
に
悪
い
と
聞
き
ま

す
。自

動
車
で
は
、
交
差
点
で
の
一
時

停
止
の
無
視
や
幅
の
狭
い
わ
き
道
か

ら
大
き
な
道
路
へ
の
急
な
飛
び
出

し
、
自
転
車
で
は
、
道
路
の
中
央
を

走
行
し
た
り
、
周
囲
の
確
認
も
せ
ず

進
行
方
向
を
い
き
な
り
変
更
し
た
り

と
、
実
際
に
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

な
ケ
ー
ス
も
多
い
よ
う
で
す
。

身
勝
手
な
運
転
は
改
め
、
安
全
運

転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知

ら
せ

未
登
記
家
屋
の
所
有
権
移
転
・

取
り
壊
し
の
届
出
に
つ
い
て

献
血
に
み
な
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

集
合
煙
突
に
注
意

道
道
３
路
線
が
冬
期
間
通
行

止
め
に
な
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
事
例
は
、「
ワ
ン
ク
リ
ッ

ク
請
求
」「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
」
と
言

わ
れ
る
も
の
で
、
多
く
は
契
約
の

要
件
で
あ
る
申
し
込
み
と
承
諾
の

合
意
が
な
く
、
年
齢
認
証
さ
れ
た

途
端
に
会
員
登
録
完
了
画
面
と
な

り
、
５
万
円
〜
10
万
円
台
の
請
求

画
面
に
変
わ
り
ま
す
。
有
料
情
報

サ
イ
ト
は
通
信
販
売
に
該
当
し
、

こ
の
取
引
は
電
子
消
費
者
契
約
法

に
よ
り
、
事
業
者
に
契
約
申
し
込

み
の
最
終
画
面
で
確
認
と
訂
正
が

で
き
る
画
面
を
設
定
す
る
こ
と
が

義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
者
に
は
、
錯
誤
無
効
の
申

し
出
が
で
き
ま
す
。
ま
た
根
拠
が

は
っ
き
り
し
な
い
請
求
に
は
応
じ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ

問い合わせ先
商工観光グル
ープ
†76－2151

A

「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
」「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
」
！

パ
ソ
コ
ン
で
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト

に
接
続
し
て
ゲ
ー
ム
を
し

て
い
た
ら
、
何
か
の
拍
子

に
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
飛

ん
で
し
ま
っ
た
。

無
料
と
書
か
れ
て
い
た

の
で
年
齢
を
入
力
し
た
ら

登
録
画
面
に
な
り
、
５
万

８
千
円
の
請
求
画
面
に
変

わ
っ
た
。
登
録
し
た
つ
も

り
は
な
く
、
料
金
の
表
示

や
確
認
の
画
面
も
出
な
か

っ
た
。
３
日
以
内
に
支
払

わ
な
け
れ
ば
、
延
滞
金
が

付
く
と
の
表
示
で
あ
る
。
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
。

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

問い合わせ先　網走建設管理部
事業部　†0152－41－0742

思
春
期
相
談
の
お
知
ら
せ

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
の
お
知
ら
せ

キャッチフレーズ

「自分と大切な誰かのために

～ＬＥＴ’Ｓエイズ検査～」



・オホーツク総合振興局から送付済みの納税通知書

で、第１期（８月31日期限）と第２期（11月30日

期限）の２回に分けて納めていただきます。

個人事業税は、道内に事務所（事業所）があり、

事業を行っている個人に、その所得基礎として課

税される道税です。

事業の所得から各種控除額を差し引いたものに

次の税率をかけて算出します。

連絡・問い合わせ先

オホーツク総合振興局地域振興部税務課

事業税間税係 † 0152－41－0613

が、水道法で滅菌が義務付けられ

ているため、必要最少量の塩素注

入を行い、安全な水として皆さん

の家庭に届けています。

私たちが、毎日飲用として使って

いる水道水。この水道水は、水道法

によって厳しい水質基準が定められ、

水源地から浄水場、各家庭の蛇口に

至るまで定期的に水質検査を行い、

水道水の水質管理に万全を期してい

ます。

この水質検査を「どの場所で」「ど

のような項目について」「どれくらい

の頻度で」行うかなどを表したもの

が水質検査計画です。

今回は、この計画に基づき毎月検

査している項目の結果について下記

のとおりお知らせします。

検査した水は、津別市街や活汲・

恩根・最上地区を給水区域にしてい

る上里を水源地とする水道水、もう

一つは本岐や相生地区を給水区域と

している相生が水源地の水道水です。

どちらも湧き水で、そのままでも

水質基準の項目をクリアしています

水は地球からの大切な贈り物

水質検査計画を定めています

�

津　別　町　水　道　水　の　水　質　検　査　結　果

※測定した水は、平成22年9月15日に上里・相生の水道水（蛇口）から採取したものです。

津
別
の
水
は
51
項
目
の

厳
し
い
水
質
基
準
を

ク
リ
ア
し
て
い
ま
す

労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、労

働者の生活の安定、福祉の増進等を図ることを目的

に、国が直接管理運営している保険です。農林水産

業の一部を除き、労働者を１人でも雇用する事業に

ついては、法人・個人を問わず加入が義務づけられ

ております。

厚生労働省では、「未手続事業の一掃」を年間の

通じた主要課題と位置付けたうえで、11月を「労

働保険適用促進強化月間」とし、集中的に広報活動

を展開し、労働保険制度のより一層の理解、周知を

図ることとしております。

労働者が安心して働ける職場となるよう、まだ労

働保険に加入していない事業主の方は、速やかに最

寄りの労働基準監督署または公共職業安定所（ハロ

ーワーク）でご相談してください。

問い合わせ先

北見労働基準監督署　†0157-23-7406

私たちは水の星に暮らしていま

す。しかし地球上の水の97％は海

水で、私たちが利用できる水は全

体の１％弱しかありません。

その地球環境に水資源を含め注

意信号がでています。

水が汚れると飲料水にするため

には、多くのエネルギーを消費し

なければなりません。

環境への負荷を極力少なくする

ために水源林の保全など私たちの

できることから、地球を守る工夫

を始めましょう。

水道事業は、常に安全で安心し

て飲むことのできる水の安全給水

に努めています。

日　時 11月12日（金）９時30分～12時00分

場　所 町民会館　１階和室・調理室

持ち物 エプロン、三角巾、手ふき

タオル、離乳食ガイドブック

参加費 無料です

申込締切 11月８日（月）まで

その他 当日は託児があります

生後４～７ヶ月児の保護者を対象にした離乳食（初期、

中期）の教室を開催します。

教室では、講話（離乳食のポイント、進め方など）、調

理実習（初期、中期）、試食などを予定しています。気軽

にご参加下さい。

申込・問い合わせ先

役場　保健福祉課健康医療グループ・栄養士　

†76－2151 内線 232

�

※年税額が１万円以下の場合は、第１期に全額納め

ていただきます。

・第２期分は、11月30日（火）までに納税してください。

・納税通知書を紛失された場合や納税についてのご

相談は、次まで問い合わせ下さい。

・道税の納税には、手続きが簡単で便利な口座振替

もご利用できます。

11月は、労働保険適用促進強化月間

平成22年中に国民年金保険料を納付した方には日本

年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証

明書」が送られます。

国民年金保険料は、納付した全額が所得税・町民税

の社会保険料控除の対象となります。そのためには

「控除証明書」を添付して申請しなければなりません。

確定申告や年末調整の際には、「控除証明書」や領収

書が必要となりますので、大切に保管してください。

「控除証明書」に記載されている月分以外の保険料を

12月31日までに納めた場合は、その分も合わせて申告

できます。「控除証明書」と一緒に納付した保険料の

領収書を添付してください。

なお、世帯主または配偶者が家族の国民年金保険料

を納めた場合には、納付した人がその保険料を申告す

ることができます。

問い合わせ先

控除証明書専用ダイヤル † 0570－070－117

受付 平成22年11月１日～平成23年３月15日

（12月29日～１月３日は除く）

月曜日　　　８：30～19：00

火～金曜日　８：30～17：15

つ
べ
つ
の
水
質
検
査
結
果
の
お
知
ら
せ
�



年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線 222

年金保険料の収納業務を民間委託

▼保険料を納め忘れの方へ

日本年金機構では、国民年金保険料を

納め忘れの方に対して、電話・文書など

による「納付」や「免除等の申請手続き」

のご案内をしています。

北見年金事務所では、この案内業務を

下記の民間事業者に委託していますので

ご承知ください。

なお、業務を委託しても国民年金保険

料の収納事業の実施主体は、日本年金機

構であり、同機構が責任をもって運営し

ていることに変わりはありません。

▼振り込め詐欺にご注意を！

業務を委託しても保険料の納付方法は、

日本年金機構が発行した納付書で金融機

関かコンビニで収めていただきます。

口座を指定し、ＡＴＭなどから振込を

お願いすることはありません。

申込・問い合わせ先 役場　介護福祉グループ福祉担当

† 76－2151（内線234）

※福祉寮の申し込みの際は、詳細について聞き取りを行います。

申込期日 平成22年11月19日（金）

※定員に満たない場合は、以後随時受け付けいたします。

－－ 冬の交通安全運動冬の交通安全運動 －－
11月12日（金）～11月21日（日）

●凍結路面等のスリップ事故の防止

●夕暮れ時と夜間の歩行中、自転車

乗用中の交通事故防止

●高齢者の交通事故防止

●交差点の交通事故防止

●飲酒運転の根絶 問い合わせ先 役場住民生活グループ

† 76－2151（内線216）

重 点 目 標

文化の秋を彩る町民文化祭が、道民芸術

祭、北見地区芸能部門発表会と合同で、下

記の日程と内容で開催されます。さまざま

な文化団体が１年の活動の成果を発表しま

すので、ご家族やお友達を誘い合わせの上、

ぜひ会場まで足をお運びください。

■絵 画展 11月２日～14日(展示室)

■総合展示　11月12日～14日（講堂）

■舞台発表　11月21日（講堂）

■アマチュア無線交信　11月14日

■町民囲碁大会　11月14日

町民文化祭は、皆さんが日ごろから取り

組んでいる趣味や文化活動などの成果を発

表できる、年に一度の祭典です。

■参加を希望される方は文化協会事務局

†76－2151（内線213）へお申し込みく

ださい。

・オホーツク被害者相談室（犯罪被害者とその家族等の

方の相談）† 0157－25－1137

・北海道交通安全活動推進センター（交通事故）

† 011－233－2543

・日本司法支援センター

† 0570－078－374（トラブル解決）

† 0570－079－714（犯罪被害関係）

問い合わせ先 津別駐在所　† 76－2610

犯罪被害給付制度は、不慮の犯罪行為によって亡くなられ

た被害者の遺族の方や障がいが残ったり、一定の要件に該当

する重傷病を負った方に対して国が給付金を支給し、その精

神的・経済的打撃の緩和を図ろうとする制度です。

また、オウム真理教犯罪被害者等給付制度の申請期限は本

年12月17日までとなっていますので速やかに手続きを行っ

てください。

更に平成22年11月17日は、オウム真理教犯罪被害者等給

付制度にかかる「全国警察一斉広報キャンペーン」の指定日

となっており、幅広い広報警察活動を展開します。

犯罪被害者週間
11月25日～12月１日までの間

～社会に広げよう被害者支援の輪～

スローガン

◎犯罪被害給付制度

◎被害相談窓口

相続、贈与等により取得した生命保険契約や

損害保険契約等に係る年金の所得税の取扱いを

改めることとしました。

この取扱の変更により、所得税の還付を受け

ることができる場合があります。詳しくは、国

税庁ホームページ【www.nta.go.jp】をご覧

いただくか、最寄りの税務署にお問い合わせく

ださい。

問い合わせ先

北見税務署　† 0157－23-7151

１１１１１１１１月月月月はははは

「「「「労労労労働働働働時時時時間間間間適適適適正正正正化化化化キキキキャャャャンンンンペペペペーーーーンンンン」」」」

期期期期間間間間でででですすすす

～過重労働と賃金不払残業の解消のために～

全国一斉無料相談ダイヤル

11月６日（土） ９：00～17：00

†０１２０－７９４
なくしましょう

－７１３
長い残業

厚生労働省・北海道労働局・各労働基準監督署

北海道労働局ホームページ

http://www.hokkaido-labor.go.jp/

次の場合には、自動車の登録手続き等が必要です。

・住所や名前が変わったとき

・ナンバープレートを紛失や破損したとき

・北見以外のナンバープレートで

使用しているとき

・後ろのナンバープレートに封印

が付いていないとき

・ローンの支払いが終わったとき

・車を売ったり、買ったりしたとき

詳細については、車検証をお手元に用意してから、

下記へお問い合わせください。

北海道運輸局北見運輸支局　登録担当

† 050-5540-2007

北海道の「食」を応援しませんか？

北のめぐみ愛食応援団募集
「愛食運動」の輪をより一層広げていくため「地産地消」「食育」な

どの活動を実践していただく、『道内の企業や団体（支店、支部を含

む）及び３名以上のグループ』を募集します。「愛食応援団」の取り

組みは道のホームページなどで広くご紹介します。

申請先

●申請者の所在地がある総合振興局または振興局

●申請者の事務所等が複数あり、所在地が２つ以上の総

合振興局または振興局をまたがる場合は、道庁農政部

※申請方法など詳しくはホームページをご覧ください。

問い合わせ先

北海道農政部食の安全推進局食品政策課　† 011－204－5429

ひとり親家庭に対する自立を支援するため、

これまで母子家庭の母が支給対象であった児

童扶養手当が今年の８月１日から父子家庭の

父親も支給対象となりました。

児童扶養手当を支給するためには、申請が

必要となります。11月30日までに申請をすれ

ば８月分から支給されます。11月30日を過ぎ

ると、申請の翌月からの支給となります。

父子家庭の支給条件や手続きに必要な書類

などの詳細については福祉担当までお問い合

わせください。

問い合わせ先

役場保健福祉課　†76-2151（内線299）

委託事業者

日立キャピタル債権回収・
日立キャピタル共同企業体
問い合わせ先　† 0120-211-725

�


